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(1)    Ket-di-k.        Qishloq-qa   qayt-ish    kerak. 
         去る-PST-1PL    村-DAT            戻る-VN     必要な 
         「さあ行こう。私たちは村に帰らなければならない。」 
(2)    Xolmurod     to‘plan-gan         kishi-lar    yon-i-ga                  bor-di.     Salom 
         ホルムロド    集まる-PTCP.PST    人々-PL       そば-3SG.POSS-DAT    行く-PST    挨拶 
         ber-di-k,         de-di         u       ovoz-i          sal      titra-b. 
         する-PST-1PL    言う-PST    3SG    音-3SG.POSS   少し    震える-CONV 
         「ホルムロドは集まった人々のそばへ行った。『皆に挨拶をしよう』と彼は声を 






 中嶋(2015a: 79)は、接尾辞-di の用法について大きく 3 つに分けることができると述べて
いる。その 1 つに、確定未来を表すという分類がある。それを以下に示す。なお、例文の
日本語訳は中嶋(2015a: 79)によるものである。 
(3)    Oshxona-ga    ket-di-k,         bor-a-miz=mi?    ― Ket-di-k. 
         食堂-DAT          去る-PST-1PL    行く-PRS-1PL=Q          去る-PST-1PL 




 ハルナザロフ(2010: 352)は接尾辞-di のはたらきについて以下の例文を挙げている。なお
例文のグロスは、ハルナザロフ(2010: 352)による。 
(4)    さあ、(私たちは)行くよ。 
         Qani    ket-di-k. 










であるが、確定未来を表す場合、主語は 1 人称に限られる。 
 
(5)    Ben   gel-di-m. 
         私       来る-PST-1.SG 
         「私はすぐ(あなたのところに)来る(行くよ)。」(林 2013: 123) 
 
 このように林(2013)は、トルコ語には、ウズベク語における接尾辞-di と似たはたらきを











































ょう」という意味を表す提案形(動詞語幹＋ -(a) y (lik) )を用いることにする。 
 
4.1.1. 調査方法 








ベキスタンのタシケント州出身、1991 年生まれ、以後インフォーマント A とする)1 人、
男性(ウズベキスタンのナマガン州出身、1990 年生まれ、以後インフォーマント B とする)1




及び salom bermoq「挨拶する」は先行研究の例文より抽出し、その他については中嶋(2015a: 
167-203)の語彙集より、例文を比較的作りやすいものを筆者が抽出した。 
自動詞: ketmoq「去る」、bormoq「行く」、salom bermoq「挨拶する」、uxlamoq「寝る」、 
               o‘tirmoq「座る」 
他動詞: yemoq「食べる」、o‘qimoq「読む」、sotib olmoq「買う」、yuvmoq「洗う」、 
               yozmoq「書く」 
自動詞を用いた例文2 
1.    Oshxonaga ketdik.／Oshxonaga ketaylik. 食堂に行きましょう。 
2.    Maktabga bordik.／Maktabga boraylik. 学校に行きましょう。 
3.    Salom berdik.／Salom beraylik. 挨拶をしましょう。 
4.    To‘shakda uxladik.／To‘shakda uxlaylik. ベッドで寝ましょう。 
5.    Stulda o‘tirdik.／Stulda o‘tiraylik. 椅子に座りましょう。 
他動詞を用いた例文 
6.    Olma yedik.／Olma yeylik. リンゴを食べましょう。 
7.    Kitob o‘qidik.／Kitob o‘qiylik. 本を読みましょう。 
8.    Xalta sotib oldik.／Xalta sotib olaylik. カバンを買いましょう。 
9.    Idish yuvdik.／Idish yuvaylik. 皿を洗いましょう。 
10.  Xat yozdik.／Xat yozaylik. 手紙を書きましょう。 
 
4.1.2. 調査結果 




 インフォーマント A によれば、-dik は今からすぐ行う行動に対してのみ用い、明日以降
で使うことはない。例文 3 の動詞 salom bermoq「挨拶する」では、確定未来の表現として
用いるには少し堅い表現となる。 
 インフォーマント B によれば、例文 3 で用いられた動詞 salom bermoq「挨拶する」は、
                                                        









 さらにインフォーマントの 2 人に、今回の調査に用いた動詞の他に、接尾辞-di を用いて
確定未来の表現が可能な動詞を挙げていただいた。 
yugurmoq「走る」: Yugurdik!「(さあ) 走ろう！」 
uyg‘onmoq「起きる」: Uyg‘ondik, uyg‘ondik!「起きよう、起きよう」 
boshlamoq「始める」: Boshladik!「さあ始めましょう」 
qaytmoq「帰る」: Qaytdik!／Qaytdim. 「じゃあ帰りましょう／(私は) 帰りますね」 
o‘zgarmoq「変える」:  TV dustur zerikarli edi. O‘zgardim! 
                                          「このテレビ番組つまらないね。(チャンネルを) 変えるね」 




























さらに抽出した動詞の計 20 を用意した。 
 まず、母語話者に対して動詞の辞書形を提示し、その単語を用いて確定未来の表現が可
能かを答えていただいた。その動詞が確定未来の表現を表し得るとの回答があれば、どう
いった状況や場合に用いることができるか、さらに 1 人称、2 人称の違いがあれば、それ
も答えていただいた。なお、調査Ⅱでは、調査Ⅰでご協力いただいたインフォーマント A、
B の他に、本大学のウズベク語ネイティブ講師(ウズベキスタン出身、生年未確認)(以後、
インフォーマント C とする)にも調査にご協力いただいた。 
 
4.2.2. 調査結果 






表 1: 調査結果Ⅱ 
 インフォーマント A インフォーマント B インフォーマント C 
so‘ramoq「尋ねる」 × × × 
ko‘tarmoq「運ぶ」 ○ ○ ○ 
ushlamoq「つかむ」 × ○ ○ 
ketmoq「去る」 ○ ○ ○ 
davom ettirmoq「続ける」 × △ △ 
raqsga tushmoq「踊る」 × ○ × 
sakramoq「飛ぶ」 ○ ○ ○ 
yugurmoq「走る」 ○ ○ ○ 
qochmoq「逃げる」 ○ ○ ○ 
uyg‘onmoq「起きる」 ○ ○ ○ 
yurmoq「歩く」 ○ ○ ○ 
ma‘ruza qilmoq「話す」 × △ △ 
minmoq「乗る」 × ○ ○ 
kuylamoq「歌う」 × ○ × 
quloq solmoq「聞く」 × × × 
o‘ynamoq「遊ぶ」 × △ × 
qilmoq「作る」 × × × 
o‘zgarmoq「変える」 ○ ○ △ 
qaytmoq「帰る」 ○ ○ ○ 




 その他で使用可能な動詞としては以下の 3 つの例を得ることができた。 
Olmoq「取る」 Oldik!「どうぞ召し上がれ／どうぞ、食べて食べて」 




ら人称は 1 人称のみで-dim もしくは-dik という語尾をどちらとも付加できるとの回答をい
ただいたが、以下は語尾を-dik に統一した。 
ko‘tarmoq「運ぶ」 Bu qutii og‘ir! Ko‘tardik!「この箱重い！(一緒に)運ぼう！」 
sakramoq「飛ぶ」 Sakradik!「(さあ)飛ぼう！」 
qaytmoq「帰る」 Kechikdik. Qaytdik.「もう遅い。帰りましょう」 
yugurmoq「走る」 Shoshing, yugurdik!「急がないと、走ろう！」 
qochmoq「逃げる」 Xavfli! Qochdik!「危ない！逃げよう！」 
 
 インフォーマント B によると、接尾辞-di を用いて確定未来の表現を使うにあたって、
以下の動詞についてはその使用方法に制限があるように感じるという。 
o‘ynamoq「遊ぶ」: O‘ynadik, endi!「やらないとだめでしょう」 
yurmoq「歩く」: Yurdik, yurdik「歩こう歩こう」 
minmoq「乗る」、kuylamoq「歌う」: Ketdik, mindik (kuyladik).「乗りましょう(歌いましょう)」 
 













フォーマント C によると、勧誘表現として疑問を表す接尾辞-mi を用いて言うこともある
という。さらに、こうした確定未来の表現は、ロシア語の文法における表現の影響もある
のではとの回答を得た。  
                                                        
3 林田(2009)によれば Апресян(1988)(筆者未見)などの研究において、ロシア語には「瞬間動詞」という分
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